
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病 名 登 録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（株）システムクレオ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 病1 - 

 

病名の入力 

 

業務メニューの ２２ 病名 より登録を行います。（または診療行為画面の 病名登録（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ７）  ） 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索入力  

該当患者様を呼び出し 病名検索（Ｆ５） を押します。 

 

 

 

検索病名に漢字またはカタカナで検索する文字を入力し Ｅｎｔｅｒ を押すと該当する病名が表示されま

す。（例）急性アレルギー性中耳炎の場合（急性またはキュウセイで検索可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当する病名を選択し、 

 確定（Ｆ１２） を押します。 



- 病2 - 

 

このように病名の欄に表示されますので開始日や主病名等を設定後、 登録（Ｆ１２） を押すと登録 

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワープロ入力 

病名欄に直接ワープロ入力をして開始日や主病名等を設定後、 登録（Ｆ１２） を押すと登録され 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コード入力（三洋・東芝） 

病名コード（上から２段目の枠）にコードを入力し Ｅｎｔｅｒ を押すと病名が表示されますので開始日や

主病名等を設定後、 登録（Ｆ１２） を押すと登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 病3 - 

 

病名コードの登録（使用される医療機関様のみ） 

 

病名登録画面より 入力ＣＤ（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ４） を押します。 

 

 

 

次に 病名検索（Ｆ５） を押します。 

 

 

 

検索病名に漢字またはカタカナで検索する文字を入力し Ｅｎｔｅｒ を押すと病名が表示されますので、 

該当する病名を選択して 確定（Ｆ１２） を押します。 

 

 

 

 

 

入力コードに略称を入れ Ｅｎｔｅｒ を押し 登録（Ｆ１２） を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように表示されると登録完了です。 

  

 

 

※登録済みのコードを“修正”する事も可能です。（次ページ参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 病4 - 

 

病名コードの修正（使用される医療機関様のみ） 

 

病名登録画面より 入力ＣＤ（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ４） を押します。 

 

 

 

入力コードの付いている病名の一覧が表示されますので、入力コードを変更する病名を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力コードを修正し、 Ｅｎｔｅｒ を押し 登録（Ｆ１２） を押します。 

 

変更後の入力コードが表示されれば、修正完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容が 

下に表示 

される 



- 病5 - 

 

一括修正 

複数の病名を登録している状態から、まとめて転帰を登録する等に使える機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「．＊」 Ｅｎｔｅｒ と押すと、右のような画面が開きます。ここで転帰を設定すると、１つずつ変更処理を行

わず、全ての病名に対して転帰や保険等を設定できます。 

 

全てではなく、  １～３   の病名を指定する合には、「．１－３」 Ｅｎｔｅｒ と押して設定して下さい。 

 

“疑い”区分 

画面の左下に「疑い」という区分があります。設定すれば「の疑い」というマスターを入力しなくてもレセ

プトには「胃炎の疑い」となります。 

※カルテ印刷をしている場合には「胃炎」のみの印字になるためご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「疑い」フラグを立てても 

表示は「胃炎」のままです。 

レセプトには「胃炎の疑い」と印字

されます。 



- 病6 - 

 

病名の補足コメント 

 

「急性増悪による慢性胃炎」など、通常入力ではワープロ病名になってしまう病名を、補足コメントを付

けることで電算病名として記録することができます。 

 

１． 補足コメントを付ける病名を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．補足コメントの （           ） 欄に直接ワープロ入力を行います。 

※ 入力後は必ず Ｅｎｔｅｒ を押さないと確定されませんのでご注意下さい。 

※ 補足コメントは全角２０文字以内になります。 

２１字以上のコメントの場合には、 コメント（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ５） よりレセプト摘要欄下部へコメント登録が

可能です。 

（次ページ参照） 

 

３． 登録（Ｆ１２） を行うと、「慢性胃炎（急性増悪による）」と病名が更新されます。 

※ （ ）は自動で登録されるため、入力不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 病7 - 

 

コメント 

 

レセプト摘要欄下部へ症状詳記コメントを記載する事が出来ます。 

 コメント（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ５） を押すとコメント登録画面が開きます。  

 

 

 

コメントを記載するレセプトの診療年月と保険を確認し、コメント入力を行い 登録（Ｆ１２） を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらに登録した文章は、レセプトの摘要欄下部に印字されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく使用するものは 文例登録（Ｆ８） しておくことができ、次回からは他患者でも 文例選択（Ｆ９） から

選択できます。 

 

文章が登録されている 

コメントは、１２００文字まで

入力可能です。 



- 病8 - 

 

 

 

最大１２ヶ月分の複写が可能です。 

（保険の有効期限以降の複写は 

 できません。） 

 

複写開始年月と複写月数を入れて 

登録して下さい。 

指定した年月から、指定した月数 

コメントが複写されます 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ 病名登録よりコメントを入力しましたが、レセプトに印字されません。 

⇒コメントは保険の組み合わせごとに登録されますので保険をご確認下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一度登録したコメントや保険を変更する場合には、上記左部分の診療年月を選択します。 

保険組合せを修正する場合には保険を選択し直して下さい。 

コメントを修正する場合にはコメントを変更して登録を押すと変更されます。 

 

 

Ｑ２ 文例選択の追加と置換の違いは？ 

⇒追加・・・現在登録しているコメントの後に追加して入力する場合に使用します。 

   置換・・・現在登録しているコメントを上書きする場合に使用します。 

 

 

 

 

 

 



- 病9 - 

 

病名登録まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「病名番号」・・・修正する病名番号（画面左端の番号）を入力します。 

           一括修正の場合には、「．＊」または「．○－△」と入力して Ｅｎｔｅｒ を押します。 

② 「病名コード」・・・三洋からの移行の場合“ア１”、“イ１”、“ａ１”、“ｉ１”等のコードを入力します。 

③ 「病 名」・・・入力した病名が表示されます。また、枠内に病名をワープロ入力できます。 

④ 「カルテ病名」・・・カルテに載せる病名を直接入力できます。 

通常はレセ病名とカルテ病名は同じなので使用しません。 

⑤ 「転 帰」・・・「治癒、中止、死亡」から選択します。 

           このうち、“移行”はレセプト・レセプト電算データに記載されません。 

病名の履歴として残すが、レセプトへの反映は行わない場合に使用します。 

⑥ 「疑 い」・・・疑い病名や急性病名を入力すると、自動でフラグが選択されます。 

⑦ 「主病名」・・・入力した病名を主病名設定します。 

⑧ 「疾患区分」・・・特定疾患療養管理料、皮膚科特定疾患指導管理料（１）（２）、てんかん指導料、         

難病外来指導管理料に該当する病名を登録する際に使用します。 

このフラグによって指導料を自動算定します。 

            ※指導料を自動算定させたくない場合には、このフラグを外して下さい。 

 ⑨ 「入外区分」・・・設定がない場合には「入院」「外来」両方に反映されます。「入院」「外来」のどちら 

かを選択すると、指定した区分にのみ反映されます。同じ病名で入院では継続、 

外来では中止・・・というような場合には、病名は２つ登録して、それぞれ区分を 

指定して下さい。 

⑩ 「保険適用」・・・設定がない場合には全保険に適用。保険を指定した場合には、該当保険のみに 

反映されます。 

※労災・自賠責保険は必ず保険を選択して下さい。 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑩ 

⑪ 

⑦ ⑧ 

⑨ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

当月…当月有効な病名のみ表示 

前月…前月に有効な病名のみ表示 

全体…登録されているすべての病名を表示 



- 病10 - 

 

 

 ⑪ 「レセプト表示」・・・レセプトに病名を表示しない場合に「１」を設定します。 

 ⑫ 「レセプト表示期間」・・・入力した病名をある期間だけレセプト表示させる場合に使用します。 

病名開始日より暦月で何ヶ月間レセプトに表示するか月数を入力します。 

通常は空白です。 

 ⑬ 「補足コメント」・・・「急性増悪による慢性胃炎」など、通常の入力ではワープロ病名になってしまう 

病名を、補足コメントを付けることで電算病名として記録することができます。 

 ⑭ 「退院証明書記載」・・・退院証明書に印字する病名に対して「１．記載する」を登録すると、 

印字できます。 

 

病名登録時の注意点 

接頭語・接尾語のルール 

■ 「右」や「左」は接頭語です。「右」●●●、「左」○○○・・・というように病名の前に付けます。 

病名の後ろに入力するとエラーとなります。                  

         

 

 

 

 

 

■ 「疑い」は「の疑い」で検索して下さい。接尾語なので、病名の後ろに付けます。 

 

病名検索の画面にて検索中に誤った入力をした時 

■  病名を削除する場合には、病名を選択して コード消去（Ｆ９） を押します。 

■  病名の登録順序を変更する場合には、病名を選択して ↑（Ｆ１０）   ↓（Ｆ１１） を押すと 

順序を並び替えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 病11 - 

 

「選択された病名はマスター上で〇〇年〇〇月〇〇日で廃止の扱いとなっています。」のメッセージが

表示された場合 

■ 病名マスターの廃止年月日に日付が入っている場合は、電算コードが期限切れとなっています。 

■ そのまま登録した場合、紙レセプトにはそのまま記載し、レセプト電算の場合は未コード化傷病名

として記録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「選択された病名はマスター上で移行病名の扱いとなっています。」のメッセージが表示された場合 

■ 移行先に◎が付いている場合は、電算コードは期限切れですが、選択すると移行先病名の 

内容を表示します。移行先の病名に置き換える場合は ＯＫ（Ｆ１２） を、置き換えずに選択した 

病名とする場合は ＮＯ（Ｆ１） を選択します。 

■ 医師へ確認し、出来る限り推奨する移行先病名に変更して頂くようお願い致します。    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 病12 - 

 

「選択された病名は移行病名の扱いとなっていますが、別のコードで登録が可能です 

移行先病名へ変更しますか、別のコードでの登録を行いますか」のメッセージが表示された場合 

■ 選択した病名は電算コードが期限切れとなっていますが、別コードに置き換えができる病名です。 

     

（例）急性アレルギー性結膜炎 

 

・移行先病名へ変更する場合は、 移行先病名へ変更（Ｆ１０） を押します。 

 ⇒アレルギー性結膜炎 

 

・別のコードで登録をする場合は、 置換病名コードへ変更（Ｆ１２） を押します。 

 ⇒急性アレルギー性結膜炎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


